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Ｉ
、
総
説

（
１
）
国
際
社
会
に
お
け
る
人
権
保
障

（
２
）
国
際
人
権
の
実
施

（
３
）
国
際
人
権
基
準
の
設
定

Ⅱ
、
国
際
人
権
の
実
施

（
４
）
国
際
人
権
基
準
の
国
内
的
実
施

（
５
）
国
際
人
権
基
準
の
国
際
的
実
施

Ⅲ
、
政
府
間
国
際
機
構
に
よ
る
国
際
的
人
権
保
障

全
体
で
七
五
回
分
の
記
述
は
、
内
容
的
に
は
次
の
よ
う
に
整
理
で

Ⅳ
、
非
政
府
間
国
際
機
構
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
に
よ
る
国
際
的
人
権
保
障

き
る
で
あ
ろ
う
。

（
、
）
国
際
的
人
権
保
障
に
お
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
（
総
論
）

な
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
始
め
に
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
問

題
や
民
族
自
決
権
α
植
民
地
独
立
の
問
題
を
実
例
と
し
て
、
国
連
総

会
で
の
人
権
問
題
の
審
議
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
経
済
社
会
理

事
会
の
人
権
問
題
へ
の
関
わ
り
を
説
明
す
る
。
こ
れ
を
う
け
て
、
国

連
の
人
権
委
員
会
・
同
小
委
員
会
、
同
小
委
員
会
の
奴
隷
制
度
お
よ

び
先
住
民
作
業
部
会
、
な
ら
び
に
婦
人
の
地
位
委
員
会
の
構
成
・
活

動
・
問
題
点
に
つ
い
て
七
回
に
わ
た
っ
て
比
較
的
詳
細
に
解
説
す

る
。
次
に
、
国
際
人
権
Ｂ
規
約
の
実
施
機
関
で
あ
る
人
権
専
門
委
員

会
（
規
約
人
権
委
員
会
）
、
国
際
人
権
Ａ
規
約
の
実
施
機
関
と
し
て

の
経
済
、
社
会
、
文
化
に
関
す
る
委
員
会
、
女
子
差
別
撤
廃
委
員

会
、
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
、
拷
問
禁
止
委
員
会
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ

ト
条
約
の
「
三
人
委
員
会
」
が
説
明
さ
れ
る
。
続
い
て
、
著
者
自
身

が
勤
務
し
て
い
た
国
連
人
権
セ
ン
タ
ー
や
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
・

務
所
の
任
務
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ろ
。
さ
ら
に
、
ユ
ニ
セ
フ
、
Ｉ
Ｌ

Ｏ
、
ユ
ネ
ス
コ
等
の
国
連
の
専
門
機
関
と
国
際
司
法
裁
判
所
の
国
際

人
権
へ
の
関
わ
り
を
解
説
す
る
。
著
者
は
国
連
の
人
権
担
当
官
で
あ

っ
た
た
め
、
国
連
の
国
際
的
人
権
保
障
活
動
に
直
接
携
わ
り
、
ま
た

は
間
近
に
こ
れ
を
見
聞
し
う
る
立
場
に
あ
っ
た
。
評
者
が
仮
に
名
付

け
た
こ
の
Ⅲ
の
部
分
に
は
、
国
連
の
実
務
家
と
し
て
の
著
者
な
ら
で

は
の
記
述
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。

ｉ
「
Ⅳ
、
非
政
府
間
国
際
機
構
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
に
よ
る
国
際
的
一
人
権
保

障
」
に
あ
た
る
部
分
（
四
四
’
六
一
一
）
も
一
九
回
分
が
割
か
れ
て
お

（
６
）
国
連
に
よ
る
国
際
的
人
権
保
障
（
総
論
）
一
七
’
二
○

（
７
）
国
連
人
権
委
員
会
・
人
権
小
委
員
会
・
婦
人
の
地
位
委
員

会
・
奴
隷
制
度
お
よ
び
先
住
民
作
業
部
会
一
二
’
一
一
七

（
８
）
人
権
諸
条
約
の
実
施
機
関
（
規
約
人
権
委
員
会
な
ど
）

一
一
八
’
一
一
一
三

（
９
）
国
際
的
人
権
保
障
に
あ
た
る
国
連
の
機
関
（
人
権
セ
ン
タ

ー
な
ど
）

三
四
－
一
一
一
六

（
皿
）
国
際
的
人
権
保
障
に
あ
た
る
専
門
機
関
（
ユ
ニ
セ
フ
・
Ｉ

Ｌ
Ｏ
な
ど
）

三
七
’
四
一

（
ｕ
）
国
際
司
法
裁
判
所
、
刑
事
司
法
と
国
際
人
権

四一
’’ 

六三

八

’五一
一’’
○七四

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
大
別
す
る
と
五
つ
の
部
か
ら
な
っ
て
い

る
。
「
Ｉ
、
総
説
」
お
よ
び
「
Ⅱ
、
国
際
人
権
の
実
施
」
に
あ
た
る

部
分
二
’
一
六
）
は
、
本
書
の
い
わ
ば
総
論
で
あ
る
。
国
際
社
会

に
お
け
る
人
権
保
障
の
意
味
と
法
的
な
枠
組
み
、
国
際
人
権
基
準
の

設
定
の
歴
史
的
経
過
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
国
際
人
権
基
準
の

国
内
的
・
国
際
的
実
施
の
方
法
も
解
説
し
て
い
る
。

「
Ⅲ
、
政
府
間
国
際
機
構
に
よ
る
国
際
的
人
権
保
障
」
に
あ
た
る

部
分
（
一
七
’
四
三
）
は
、
一
一
七
回
分
を
費
や
し
た
本
書
の
中
心
的

（
皿
）
国
際
的
人
権
保
障
に
お
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
（
各
論
、
ア

ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
国
際
法
律
家
委
員

会
な
ど
）

五
二
’
六
二

Ｖ
、
地
域
的
人
権
保
障

（
ｕ
）
地
域
的
人
権
保
障
制
度

六
三
’
六
六

（
胆
）
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
域
的
人
権
保
障
の
試
み

六
七
’
七
五

り
、
本
書
の
中
で
主
要
な
地
位
を
し
め
て
い
る
。
ま
ず
、
「
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
」
と
は
何
か
、
国
際
Ｎ
Ｏ
Ｇ
が
国
連
と
の
協
議
資
格
を
得
る
た

め
の
要
件
が
説
明
さ
れ
、
国
連
と
の
協
議
資
格
を
得
た
「
国
連
Ｎ
Ｇ

Ｏ
」
と
し
て
の
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
展
開
す
る
人
権
実
情
調
査
や
諸
国
へ

の
説
得
活
動
が
解
説
さ
れ
ろ
。
こ
う
し
た
総
論
を
踏
ま
え
て
、
次
に

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
国
際
法
律
家
委
員
会
、

赤
十
字
国
際
委
員
会
、
列
国
議
会
同
盟
等
の
世
界
的
規
模
の
人
権
Ｎ

Ｏ
Ｇ
の
活
動
・
実
績
・
問
題
点
等
が
解
説
さ
れ
、
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ

人
権
研
究
所
心
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
権
研
究
所
・
デ
ン
マ
ー
ク
人
権
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
の
人
権
研
究
機
関
の
活
動
ぶ
り
も
あ
わ

せ
て
紹
介
さ
れ
ろ
。

最
後
の
「
ｖ
、
地
域
的
人
権
保
障
制
度
」
に
あ
た
る
部
分
（
六
三

’
七
五
）
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議
会
の
国
際
人
権
へ
の
関
わ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
委
員
会
・
裁
判
所
に
よ
る
国
際
人
権
の
実
施
、
米

州
機
構
と
米
州
人
権
委
員
会
に
よ
る
国
際
人
権
の
伸
長
活
動
、
な
ら

び
に
ア
フ
リ
カ
人
権
委
員
会
に
よ
る
国
際
的
人
権
保
障
の
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
で
、
「
曰
本
の
位
置
す
る
ア
ジ
ア
太

平
洋
圏
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
に
地
域
的
人
権
条
約
や
、
地
域
的
な

機
関
は
と
も
か
く
、
満
足
な
人
権
教
育
・
研
修
の
た
め
の
研
究
所
す

ら
存
在
し
な
い
」
（
二
一
六
頁
）
こ
と
が
指
摘
；
れ
ろ
。
本
書
の
巻

末
の
九
回
分
は
（
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
的
人
権
協
力
の
可
能
性

が
、
国
連
の
コ
ロ
ン
ボ
・
セ
ミ
ナ
ー
や
著
者
自
身
が
講
師
と
し
て
参

■■■■ 

￣ 

■I■■■■ 

（
総
論
）

四
四
’
五
一

四
一
一
’
四
三
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○
年
動
評
者
に
よ
る
書
評
、
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
一
九
九
○
年
一
○

月
号
を
参
照
）
も
併
せ
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

（
信
山
社
、
一
九
九
○
年
）

加
し
た
バ
ン
コ
ク
で
の
国
連
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
で
の
議
論
や
成

果
を
紹
介
し
つ
つ
検
討
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ア
ジ
ア
で
は
人
権
活
動

は
難
し
い
で
あ
ろ
う
が
、
ア
ジ
ア
で
の
国
際
的
人
権
保
障
の
輪
を
広

げ
る
た
め
、
市
民
の
参
加
可
能
な
人
権
資
料
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
機

構
の
設
置
を
訴
え
て
、
本
書
は
締
め
く
く
ら
れ
る
。

著
者
は
こ
の
訴
え
を
述
べ
た
第
七
五
回
目
の
記
事
と
「
筆
者
あ
と

が
き
」
と
な
っ
た
手
紙
を
六
月
二
五
日
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
空
港
で
投
函

し
、
国
連
ナ
ミ
ビ
ア
独
立
支
援
グ
ル
ー
プ
に
参
加
す
る
た
め
ナ
ミ
ビ

ア
に
赴
い
た
。
そ
し
て
、
同
月
二
八
曰
に
ナ
ミ
ビ
ア
北
部
で
事
故
の

た
め
急
逝
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
所
収
の
第
七
五
回
の
記
事

が
ま
さ
に
著
者
の
絶
筆
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
前
記
の
と
お
り
、
『
週
間
法
律
新
聞
』
に
毎
回
読
み
切

り
の
か
た
ち
で
連
載
さ
れ
た
記
事
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
各
回
の
分
量
は
手
ご
ろ
で
あ
り
、
し
か
も
文
章
も
平
易
な

た
め
読
み
や
す
い
。
評
者
は
昨
年
度
法
学
部
の
国
際
人
権
法
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
教
材
と
し
て
同
新
聞
の
連
載
記
事
を
用
い
た
が
、
簡
潔
で

分
か
り
や
す
い
た
め
学
生
に
は
好
評
だ
っ
た
。
本
書
は
国
際
人
権
法

を
学
び
始
め
る
学
生
や
市
民
向
け
の
入
門
書
と
し
て
は
最
適
の
書
物

で
あ
ろ
う
。

本
書
は
、
国
連
人
権
担
当
官
と
し
て
の
国
連
に
お
け
る
国
際
的
人

権
保
障
の
実
務
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
豊
富
な
実
例
を
紹
介
し
つ

つ
、
き
わ
め
て
具
体
的
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
国
際
人
権
に
携
わ
る

政
府
、
政
府
間
国
際
機
構
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
関
係
者
の
息
づ
か
い
が
本
書

か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
人
権
問
題
を
国
連
機
関
に

訴
え
る
方
法
を
列
挙
す
る
四
三
頁
の
記
述
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、

た
ん
な
る
研
究
者
で
は
な
か
な
か
発
想
し
、
ま
た
書
き
え
な
い
よ
う

な
具
体
的
？
実
践
的
な
記
述
も
、
本
書
の
魅
力
で
あ
る
。
こ
う
し
た

点
は
類
書
に
見
ら
れ
な
い
本
書
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
巻
頭
の
安
藤
仁
介
教
授
に
よ
る
「
は
し
が
き
に
代
え
て
」

は
、
久
保
田
洋
氏
の
人
柄
と
国
際
的
人
権
保
障
に
か
け
る
情
熱
を
あ

ま
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
い
る
。

国
際
的
人
権
保
障
を
促
進
し
、
充
実
さ
せ
る
推
進
力
は
、
最
終
的

に
は
各
国
の
市
民
の
国
際
人
権
へ
の
認
識
と
理
解
に
か
か
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
ろ
。
こ
の
意
味
か
ら
も
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
や
学

生
に
本
書
が
知
ら
れ
、
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
本
書
を
読

み
、
さ
ら
に
深
く
国
際
人
権
法
を
学
ぼ
う
と
す
る
読
者
に
は
、
著
者

の
『
実
践
国
際
人
権
法
』
（
一
一
一
省
堂
、
一
九
八
六
年
）
お
よ
び
著
者

の
遺
稿
集
『
人
間
の
顔
を
し
た
国
際
学
』
（
曰
本
評
論
社
、
一
九
九

薑
文
字
を
学
び
た
い

国
際
識
字
年
と
今
日
の
課
題

内
山
一
雄

上
ノ
島
の
識
字
学
級
を
た
ず
ね
て

西
田
英
一
一

国
際
識
毒
川
霊
区
研
甕
会
の
取
り
聾
に
つ
い
て

一
九
九
○
年
驫
織
葦
川
西
地
区
研
究
集
会
実
行
實
会
事
寶

夜
間
中
学
の
仲
間
た
ち

岩
井
好
子

兵
庫
に
お
け
る
宗
教
と
部
落
問
題
回

部
落
問
題
の
取
ｈ
ソ
組
み
か
ら
学
ん
だ
こ
し
」

鈴
木
重
正

解
放
学
級
の
周
辺
で
松
下
あ
さ
子

兵
庫
県
下
部
落
史
関
係
史
料
の
紹
介
／
第
四
回
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触
書
・
諸
願
書
関
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文
書
安
達
五
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